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第８７５回 教育委員会会議録 

 

日時 令和６年２月２０日（金） 

午後１時３０分から午後２時３０分まで 

場所 御殿場市役所５階大会議室 

出席者    

１番 教育長 勝亦 重夫 ２番 委員 渡邉 直子 

３番 委員 長田 光男 ４番 委員 勝又 英和 

５番 委員 杉山 ゆかり ６番 委員 大西 孝明 

 

陪席者  

教育部長  

教育総務課長  教育施設課長  

学校教育課長  社会教育課長  

学校給食課長  社会教育課図書館調整監  

教育総務課課長補佐  学校教育課課長補佐  

社会教育課課長補佐    

教育総務課副参事    

西学校給食センター所長兼高根学校給食センター所長  

 

事務局  

教育総務課副参事 
 

教育総務課主事 
 

 

議事  

御教議第２号  令和６年度御殿場市一般会計当初予算について 

御教議第３号  御殿場市教育支援センター設置条例施行規則の制定について 

御教議第４号  御殿場市育英奨学金貸与規則の一部を改正する規則の制定について 

御教議第５号  御殿場市育英奨学金返還支援要綱の制定について 

御教議第６号  令和６年度新入学児童学用品費の入学前支給について 
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開会  

    

   教育長 

本日は委員全員のご出席をいただいておりますので、委員会は成立いたします。 

ただ今から御殿場市教育委員会２月定例会を開会いたします。本日の委員会

は、お手元に配布の日程により進行いたしますので、ご了承願います。 

それでは会議録署名人の指名を行います。教育長の指名により決定することに

ご異議ございませんか。 

（異議なし） 

   教育長 

ご異議がないようですので、こちらから指名いたします。 

２ 番 渡邉 直子 委員  と、 

３ 番 長田 光男 委員  にお願いいたします。 

次に会期でありますが、本日１日間といたします。 

なお定例会終了後、委員会協議会を開催いたしますのでよろしくお願いします。 
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教育長報告 

    

   教育長 

感染症の拡大や積雪の心配をしましたが、私立高校入試及び合格発表が無事に

終了しました。３月５日・６日に行われる公立高校の入試で中学３年生の進路が

ほぼ決まることになりました。いよいよ修了式・卒業式を意識した生活となり、

年間の総まとめの時期となっています。子供たちがこの１年間の成長を 実感し、

達成感を持って年度末を迎えられるようにしたいと考えています。 この時期の充

実度が、４月からの新生活に大きく影響していきます。色々な取り組みが円滑に

進むことを願っています。 

小中学生の感染症の罹患状況は、１週間に１学級の割合で学級閉鎖があります

けれど、比較的落ち着いてきました。しかし、新型コロナの感染者数は御殿場保

健所管内では増加を続けており、予断は許せない状況です。無事に卒業式にこぎ

つけることを願っています。 

 

１月２２日 部長連絡会 

１月２３日 東部地区教育長会（オンライン） 

１月２４日 静東教育事務所所長・副所長面談 

   教育長 

年度末人事の話題と、次年度の教育関連事業の重点についての説明がありまし

た。充実した学校経営を進めるための諸条件について、御殿場市としての要望を

伝えました。 

 

１月２５日 教頭人事評価面談 

   教育長 

後期の人事評価を伝えるとともに、１年間の総括及び次年度の展望について懇

談しました。 

 

１月２６日 教頭人事評価面談 

１月２８日 静岡県書きぞめ展・御殿場地区展表彰式市 

   教育長 

市民会館小ホールで表彰式が行われました。 

 

１月２９日 部長連絡会 定例記者会見 ２市３町教育長会 

１月３０日 表彰審査委員会ＪＦＡ田嶋会長挨拶 



 

4 

 

１月３１日 ＪＦＡアカデミー福島卒校式 

   教育長 

２０１１年度から、東日本大震災で被災し福島から御殿場に避難して活動を続

けていたＪＦＡアカデミー福島の活動が、今年度をもってすべて終了しました。 

 

２月１日 公立高校のあり方地域協議会（北駿地域） 

ＭＯＡ美術館全国児童作品展外務大臣賞受賞者市長表敬訪問 

   教育長 

高根小学校３年生 土屋琴葉さん 「鎌倉の大仏さん」 

 

２月２日 市校長会 

２月５日 部長連絡会 市議会議員当選証書付与式 

２月６日 園長会 教頭・主幹教論・教務主任研修会 

２月７日 市議会議員感謝状贈呈式 

２月９日 市奨学金選考会 

   教育長 

今回は大学への進学希望をしている７人と専門学校への希望者１人、高校への

希望者１人から応募がありました。 

 

２月１０日 新図書館等建設工事安全祈願祭 

ごてんばカルチャーエキシピジョン 

２月１１日 御殿場市表彰式 

   教育長 

今年の受賞者は、功労表彰３人、篤行表彰４団体、特別表彰１団体でした。前

教育長の勝又將雄氏が教育功労で表彰されました。また、長年、文化財審議会の

委員を務めていただいている土屋俊光氏が自治功労で受賞しました。多額の教育

振興費をご寄贈いただいた土屋和作様のご遺族様は篤行表彰を受賞されました。 

 

２月１３日 部長連絡会 市議会全員協議会 

静東教育事務所所長・副所長面談 

２月１４日 試験委員会 全国報徳サミット実行委員会 

社会教育功労賞市長表敬訪問 富士山豆博士認定証授与式 

   教育長 

各校が輪番で、富士山学習に取り組み、富士山豆博士に原里小７３人、玉穂小

７９人が新たに認定されました。平成１８年に始まった事業が継続されています。 

青少年交流の家の外部研修指導員の堀内修氏が、社会教育功労者として文部科

学大臣より表彰を受けました。 
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２月１５日 市議会臨時会 

   教育長 

新議長・副議長の選出と、各種委員会の委員長が決まりました。 

福祉文教委員会は阿久根議員が委員長となりました。 

 

２月１６日 監査委員辞令交付式 定例記者会見 庁議  

大坂神楽市長表敬訪問 職員永年動続表彰 

２月１９日 部長連絡会 市議会定例会 市議会臨時全員協議会 

２月２０日 定例教育委員会 市防災会議 
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議事 

    

   教育長 

それでは、はじめに事務局から一言お願いします。 

 

   教育部長 

改めましてこんにちは。 

今年は立春を迎えた途端に降雪がありましたが、その後は、本日も含め御殿場

とは思えないくらい暖かく、例年より早く「春」が訪れるのではないかと思える

毎日が続いています。 

さて、今自分がタブレット端末を手にしていることを、見ていただいていると

思いますが、これは私物ではなく、新に導入された個人用の端末になります。当

市では、以前より、セキュリティが高く、集中管理が可能になるという利点から、

職員が個々に使用する端末については、ネットワーク経由でサーバ上の、ハード

ディスクや OS を利用する「シンクライアント」という仕組みを導入しています。 

今まで、サーバとの通信を行うための「シンクライアント端末」は、      

ＬＡＮケーブルによる有線接続しかできない機器でしたが、この度、無線接続が

可能なタブレット型の端末に更新し、各会議室に無線のアクセスポイントを設置

することで、庁内の会議におけるペーパーレス化を目指しています。今後ですが、

閉域網ＳＩＭに対応した無線ルータを導入し、外部での会議や、テレワークなど

で使用することも考えています。 

部課長から順番に更新しているため、本日は自分だけがタブレット端末を使用

していますが、今月末には、全職員がタブレット端末を使用する体制が整う予定

です。普段から、タブレット使用することに慣れている、若い職員が使用するこ

とで、ますます事務の効率化が図られることを期待しています。 

本日は、５件の議案を上程いたします。ご審議の程、宜しくお願い致します。 

 

   教育長 

それでは、議事に入ります。 
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御教議第２号  

令和６年度御殿場市一般会計当初予算について 

    

   教育長 

それでは、御教議第２号「令和６年度御殿場市一般会計当初予算について」を

議題といたします。 

 

   教育部長 

ただ今件目となりました、御教議第２号「令和６年度御殿場市一般会計予算に

ついて」、その概要を説明いたしますので、御教議第２号資料をご用意ください。 

教育部が所管する一般会計は、幼稚園関係予算の一部を除く１０款・教育費と

なります。 

１ページをお開き下さい。このページは、令和６年度御殿場市一般会計歳出予

算要求額の一覧です。この内、ページの中程、黄色く塗られている１０款・教育

費の歳出予算総額は、赤字で示すように６３億２千万円余となり、前年度と比べ、

２億８千万円余、率にして４．３％の減となりました。減額の主な要因は、御殿

場小学校の校舎改修工事等の終了によります。 

２ページ、３ページをお願いします。ここには、令和６年度に教育部が所管す

る主要事業を掲載しております。本日は、時間の都合上、この主要事業に基づき、

前年度から変更があった事業について説明いたします。 

番号１６３は、通常学級に配置する発達障害児等支援補助者の増員を図るもの

です。 

番号１６７は、４月から開所予定の不登校児童生徒のための支援拠点となる教

育支援センターの運営等経費です。 

番号１６９と１７２は、タブレットの有効活用や運用等を支援するための支援

員を配置する事業で、前年度からの継続事業ですが、前年度設置していたスキル

アップ支援員については、学校内格差の解消という当初の目的をほぼ達成したた

め、これを廃止し、通常の活用について更なる充実を図ります。 

番号１７０は、老朽化した御殿場中学校及び原里中学校の校舎改修に係る設計

業務等に要する経費です。 

番号１７３は、校舎及び屋内運動場周辺の外構整備に要する経費です。 

番号１７７は、青少年に科学の面白さを体験していただき、科学への興味を高

めるきっかけとするための事業で、令和６年度は市制７０周年記念事業として、

体験ブースの他、ＹｏｕＴｕｂｅで人気の市岡元気先生を招いて、サイエンスシ

ョーを実施します。 

番号１７８は、令和３年度から令和６年度まで、静岡県が主となり、御殿場市

と裾野市が協力して行う事業で、最終年度となり調査報告書を刊行します。 

番号１７９は、新規事業で、令和６年度は基本構想の策定と整備予定地の測量

等を実施します。 
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番号１８１は、新図書館・郷土資料館の本体建設工事を令和７年１０月末まで

行うと同時に、屋外整備工事などを進めてまいります。 

番号１８３は、文化協会への補助金で、文化芸術の活性化を図るため増額する

ものです。 

番号１８４は、新規事業で、令和６年度から令和７年度までの２年間で大ホー

ルの長寿命化を図るため、改修事業を実施するものです 

番号１８９は、南学校給食センターのＰＦＩ契約が令和７年度末で終了するこ

とから、終了後の業務継続に係る業者選定業務等に要する経費です。 

なお、５ページ以降には、１０款・教育費に関する予算書の詳しい内容を示す

明細書を、歳入と歳出に分けて添付しておりますので、後ほどご覧頂きたいと思

います。 

説明は以上です。ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

    

   
教育長 

ただ今、御教議第２号の内容説明がなされました。 

本案について質疑を求めます。 

 

   
長田委員 

番号１７９の事業は、具体的にどのようなものになりますでしょうか。 

 

   
社会教育課長 

 整備場所は御殿場高等学校の南側にあり、徳川家の御殿があったという伝承が

ある場所になります。御殿場財産区が、御殿があったとされる場所の一部を購入

いたしました。面積は３４００平米から３８００平米ほどあり、今後この場所を

広場または公園というような形で、３年間をかけて整備をしていきます。 

 現在、来年度にどのような広場または公園にするかという基本構想を考える準

備を進めています。そして、令和７年度には実施設計を行い、令和８年度には工

事、３年間で広場として整備を行い、令和９年度には、皆さんに使っていただこ

うということで、事業を進めています。以上です。 

 

   
長田委員 

 広場として整備をしていくということですが、建物や記念碑を建てるといった

計画はありますか。 

 

   
社会教育課長 

 先ほど、広場または公園というお話をさせていただきましたが、まだどのよう

なものを作ろうかという構想は、全く確定しておりません。あくまでも来年度に

懇話会を策定しまして、子育て世代や高校生といった地元の方に入っていただ

き、色々な方の意見を伺いながら、構想を作っていきたいと考えています。 
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長田委員 

 この事業は、御殿場財産区で行う事業なのか、市が行う事業なのか疑問があり

まして、その辺の見解を教えてください。 

 

   
社会教育課長 

 この場所は、御殿場という地名の発祥となった場所です。現在は御殿場財産区

が土地を所持していますが、これは市が行うべき事業だと考えております。土地

の権利を御殿場財産区が持っていまして、その場所をお借りしながら市が整備を

進める予定です。 

 この場所が御殿場の地名の発祥の地であり、御殿場のまち作りが始まったとい

うことを、市民に知っていただくために、御殿場財産区のお力を借りながら進め

ていきたいと考えております。以上です。 

 

   
長田委員 

 ３４００平米の土地を買い取るのではなく、借りるという方向なのでしょう

か。 

 

   
社会教育課長 

 市が買い取るとしますと、多額のお金がかかります。買い取った場合は、それ

なりの費用がかかってしまいます。しかし、無償でお借りできる可能性が高いた

め、御殿場財産区の力を借りた方がよろしいのではないか考えております。 

 

   
長田委員 

市が財産区から土地を借りているという事例はありますか。 

 

   
社会教育課長 

陸上競技場を例に挙げますと、玉穂財産区の土地を借りています。市内の多く

の公共施設で、財産区の土地を無償で借りています。 

今回の事業は、財産区から土地を購入するということもできないことはないで

すが、無償で借りることができる可能性が高いため、土地を購入する意味がない

のではないかと考えます。 

予定では、３年間で１億５０００万円もの事業費がかかる想定ですが、御殿場

財産区から、多大な協力をしていただけるとのことでした。全てを財産繰入金で

対応していただけるということを約束しておりますので、現状のまま進めた方が

良いのではないかと考えています。 
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長田委員 

１億５０００万円の事業費を想定しているということは、単なる公園ではない

ということでしょうか。 

 

   
社会教育課長 

まず、基本構想作るためには、業者委託が必要になります。そして、測量や造

成設計、造成工事、実施設計にも費用がかかります。最後に、広場の整備工事を

するには多額なお金がかかりますし、今後、それをどのように市民に周知をする

かという中で、デジタルを活用したものも使っていくことも考えております。 

これから、基本構想を市民の皆さんと一緒になって考えていきますので、申し

上げた内容は変わるかもしれません。最低でも駐車場整備であったり、トイレを

置設置したり、市民の皆さんが、こういったものが欲しいよといった場合には、

我々が想像している以上の費用がかかる可能性はあるという認識でおります。以

上です。 

 

   
教育長 

この事業は、長年にわたって調査を行っていた場所であり、具体的にどのよう

な形で整備していくのか考えていこうというのが、現在の状態になります。 

 

   
長田委員 

現在は、どのような土地なのですか。 

 

   
社会教育課長 

かなり木々が植わっております。 

また、先ほど教育長が申し上げた通り、令和２年度と３年度に、御殿の跡があ

るのではないかということで、土地の一部の試掘調査を行いました。当時の遺構

は見つかりませんでしたが、そういったことも含めて検討していきたいと思いま

す。 

 

   
渡邉委員 

１６４の「魅力ある学びづくり推進事業」の中で、学年事務補助者の経費が、

昨年度と比較して減額になっている理由はなんでしょうか。 

 

   
学校教育課長 

県で雇用しているスクールサポートスタッフという、学年事務補助者と内容的

には同じことをサポートしていただいている方がいます。以前は、スクールサポ

ートスタッフはいませんでしたが、現在は各学校に約２０時間程度、配置ができ

ていますので、こちらの「魅力ある学びづくり推進事業」を縮小しまして、その

代わりに発達支援補助者の方に予算を回しているという状況でございます。 
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渡邉委員 

スクールロイヤーについてなのですが、くらしの安全課で弁護士さんに相談で

きる環境があるということを伺いました。身近に弁護士さんがいることで、相談

をする際のハードルが下がっていると思います。 

スクールロイヤーを設置していただけると、より相談しやすい環境が整うと思

うのですが、このことについて、どのようにお考えでしょうか。 

 

   
学校教育課長 

弁護士に相談することは、１年間通じてあるかないかという、レアなケースか

と思います。弁護士に相談する敷居を少しでも下げるようなアナウンスを、各学

校にさせていただきたいと思います。 

 

   
勝又委員 

科学博物館という構想があると思のですが、次年度予算では確保していないの

でしょうか。 

 

   
教育部長 

まだ詳しい話が決まっておらず、特に教育関係がどうなるか全く分かっていな

い状況になります。今後、補正予算が編成されるかもしれませんし、詳細な情報

が出てくると思います。 

 

   
教育長 

昨日の市政方針演説では、市長直轄事業になるとのことでした。 

 

   
教育部長 

企画部等の予算になるのではないかなと思いますけれど、教育委員会が関係す

るようであれば、このような動きがありますということを、ご報告させていただ

きたいと思います。 

 

   
教育長 

 ほかに質疑がないようですので、本案を原案どおり承認することにご異議ござ

いませんか。 

（異議なし） 

   教育長 

ご異議がないようですので、御教議第２号「令和６年度御殿場市一般会計当初

予算について」を原案どおり承認することに決しました。 
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御教議第３号  

御殿場市教育支援センター設置条例施行規則の制定について 

    

   教育長 

それでは、御教議第３号「御殿場市教育支援センター設置条例施行規則の制定

について」を議題といたします。 

 

   学校教育課長 

ただいま議題となりました、御教議第３号につきまして内容を説明いたします。

お手元の議案書の３ページおよびご御教議第３号資料をご覧ください。資料１ペ

ージが概要資料２ページから６ページは規則案となります。 

資料の１ページをご覧ください。まず１の概要ですが、昨年１０月の定例教育

委員会において、御殿場市教育支援センター設置条例案について承認をいただき、

市議会１２月定例会において議決されましたので、このたび条例施行に必要な事

項を規則で定めるものです。 

次に、２の内容について説明いたします。括弧１の開所についてですが、   

令和６年４月１日から土日祝日、年末年始を除き午前９時から午後４時までとな

ります。 

括弧２の開室予定についてですが、開室時間内の午前９時３０分から    

午後２時３０分までを通級時間とし、令和６年度につきましてはゴールデンウィ

ーク明けの５月７日から、児童生徒の受け入れを行う予定です。これに先立ち、

見学や体験の受け入れを開始します。 

括弧３の職員についてですが、所長は学校教育課長をもって、管理運営方針の

決定、職員の指揮監督を行います。主任指導員は、所長の命を受けて、センター

の管理運営を統括し、センター業務に当たるとともに、職員に必要な指導命令を

行います。活動指導員は上司の命令を受けて、センター業務を行うとともに、上

司を補佐します。この他、既存の地域教育相談員と活動支援員が学習支援や活動

支援に従事します。 

括弧４の入級対象者についてですが、市内小中学校に在籍、または市内に居住

する義務教育段階の不登校児童生徒となります。 

括弧５の入級の流れについて説明いたします。まず入級を希望する場合は、入

級相談・見学・体験の後、保護者から学校に入級願を提出していただきます。そ

れを受けて学校が審査し、適当と認めた場合、教育委員会に入級申請書を提出し

ます。それを教育委員会が審査し、適当と認めた場合、学校と保護者にそれぞれ

入級許可通知を送ります。 

括弧６の通級期間についてですが、入級した日から年度末までとし、翌年度に

ついては改めて状況を見ながら、引き続き続き通級を行う場合は、先ほどの流れ

で入級手続きを行います。状況が改善されるなどした場合、年度中途の退級も可

能です。 
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次に、３の施行日は、開所となる令和６年４月１日となります。 

４の今後の予定ですが、資料とあわせて案内チラシを参考に配布させていただ

きましたが、規則の制定手続きと並行して、学校関係者への説明や児童生徒への

案内の配布などを行い、現在問い合わせ等に対応しているところです。４月に学

校を通じて、入級希望者の確認を行いながら行いながら、見学・相談・体験等の

実施、４月下旬に入級手続きを開始し、５月の連休明けから開室予定となります。 

説明は以上です。ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

    

   教育長 

ただ今、御教議第３号の内容説明がなされました。 

本案について質疑を求めます。 

 

   勝又委員 

職員の人数ですが、管理運営を行う主任指導員を除くと、４名しかいませんが、

現在想定されている入所数はどれくらいになりますでしょうか。不登校児童生徒

を全部入れたら、とても４人では運営しきれないと思うのですが、その辺はいか

がでしょうか。 

 

   学校教育課長 

 不登校のお子さん全てが利用するかどうかについては、そこまで人数は多くな

らないのではないかと考えています。 

現在、けやき館で実施している適応指導教室を利用されている児童生徒さん

は、１０人以下ですので、最初は１０人前後でスタートするのではないかと考え

ております。 

また、学期が進むにつれて、入級の相談が少しずつ増えてくるかと思いますけ

れども、多くても１度に入るお子さんは２０名程度ではないかなと思っておりま

す。以上です。 

 

   勝又委員 

２０名を４人で指導するということでしょうか。 

 

   学校教育課長 

２０名といっても、同じ時間帯で一度に２０名が利用するわけではないと思い

ます。終日利用するお子さんもいれば、午前中のみ、午後のみ利用する方もいる

と思います。 

活動については、一斉授業ではなく、それぞれが個別で学習をしていきますの

で、指導員が個別に子供たちのところを回りながら、学習の進捗状況等に応じ

て、サポートしていくということであれば可能かと思います。 

併せて、体験活動であれば、軽スポーツがありますが、こちらの方については
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集団で行うものになりますので、人数的には４名いれば、おそらく対応は可能で

はないかと思います。 

 

   長田委員 

２ページの施行規則の第５条の２のところで、第５条の１の、市内の小中学校

在籍する不登校児童生徒が入級対象者であるということは理解できるのですが、

２の「前号に掲げる者のほか、市内に居住する不登校児童生徒」はどのように解

釈すればよいのでしょうか。市外から通っている子や、私立学校に通っている子、

外国人の子も該当するのでしょうか。誰も取り残さないという考え方であれば、

このような規定は理解できます。 

また、この規定にフォローする形で、３ページ目の４に「第３項の規定にかか

わらず、第５条第２号に規定する入級対象者に係る入級手続きは、教育委員会が

別に定める。」とありますが、誰でも入級できてしまうのでしょうか。どの範囲ま

でが入級対象者であるのか、教えていただきたいです。 

 

   学校教育課長 

まず前提となるのは、学校に行けていない不登校のお子さんであるということ

になります。私立に通われていて、不登校になってしまっている市内のお子さん

もこちらの支援センターを利用することが可能です。外国籍のお子さんについて

も、学校に通っていて不登校になっているお子さんが、支援センターを利用する

ことが可能です。学校へ通っていて、不登校になっているお子さんが、入級対象

者であると解釈していただければと思います。 

 

   渡邉委員 

養護教諭や看護師の巡回は計画にはないのでしょうか。 

 

   学校教育課長 

現在のところは、養護教諭等の配置までは想定をしておりません。必要性が出

てきた時に、検討させていただきたいと思います。 

 

   教育長 

 ほかに質疑がないようですので、本案を原案どおり承認することにご異議ござ

いませんか。 

（異議なし） 

   教育長 

ご異議がないようですので、御教議第３号「御殿場市教育支援センター設置条

例施行規則の制定について」を原案どおり承認することに決しました。 
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御教議第４号  

御殿場市育英奨学金貸与規則の一部を改正する規則の制定について 

御教議第５号  

御殿場市育英奨学金返還支援要綱の制定について 

    

   教育長 

御教議第４号と第５号につきましては、関連がございますので、一括で審議を

行いたいと思います。 

それでは御教議第４号「御殿場市育英奨学金貸与規則の一部を改正する規則の

制定について」、御教議第５号「御殿場市育英奨学金返還支援要綱の制定につい

て」説明をお願いします。 

 

   教育総務課長 

ただいま議題となりました、御教議第４号につきまして、内容説明をいたしま

す。お手元の議案書４ページと、御教議第４号資料ご用意ください。 

今回ご審議をお願いいたしますのは、１月の協議会にて支援内容を協議させて

いただきました育英奨学金の返還支援を行うに必要となる関係例規の整備でござ

います。 

１の例規整備の内容ですが、奨学金返還不安を解消し、御殿場市への定住を促

進するため、御殿場市育英奨学金貸与規則を改正するとともに、返還支援を行う

ための要綱を新たに作成するものです。 

続きまして２の規則の一部改正の内容ですが、こちらは御教議第４号関係とな

りますが、新たに１３条を追加し、返還支援を行うことができる規定を定めるも

のです。 

併せて奨学金借用時に提出する借用契約書の様式について、名称変更や、借用

書として適正な内容となるように改正いたします。 

加えまして、応募資格の３年以上住所を有するとの規定は、居住年数を理由に

教育上必要な支援を行わないのは、規則の目的に照らして適切とはいえないこと

から修正をいたします。 

また、奨学金の貸与者審査に当たり、市税の滞納の有無を内部的な判断基準の

一つとしておりましたが、規則に定めることで、奨学金の応募者にも認識しても

らうことを目的として改正するものでございます。 

規則の改正内容は以上となります。 

続きまして３の要綱の制定につきまして、こちら御教議第５号関係となります

が、先月の協議会をお示しいたしました内容を、要綱として明文化したものです。 

具体的には、市に住民登録あり、市税や奨学金に滞納がない者を対象といたし

まして、返還計画額の２分の１を申請により免除するもので、納付すべき額をあ

らかじめ減額することで支援を行うものです。 

なお、協議会でお示しいたしました内容の一部を変更しておりまして、対象者
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から公務員を除くという規定につきまして、規定として定める意義に関するご意

見を協議会の際にいただきましたので、それを受けまして削除しております。 

これについて詳しくご説明いたしますと、国が定める奨学金支援要綱に公務員

を除くとありまして、公務員以外への奨学金支援額は特別地方交付税の対象とな

ることから、当初は要綱にならった条件として作成をしておりましたが、国への

報告の際に支援額の中から、公務員分を除いて計算することで対応できますので、

市としましては、ご意見をいただいたこともありますので、公務員を対象にする

ことといたしました。 

続きまして４の制定（改正）例規ですが、具体的な例規の内容を該当するペー

ジに記載しておりますので、よろしければご確認いただければと思います。 

さらに５の適用日ですが、令和６年４月１日の施行とさせていただいておりま

す。協議会の際に、制度周知の時期はもっと早い方がいいのではないかというご

意見をいただきましたので、支援要綱を施行の４月に、ホームページにて制定を

したということをお知らせいたします。そして手続きの詳細につきましては、改

めて１２月に周知いたします。 

説明は以上でございます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

    

   教育長 

ただ今、御教議第４号、５号の内容説明がなされました。 

本案について質疑を求めます。 

 

   教育長 

ご異議がないようですので、本案を原案どおり承認することにご異議ございま

せんか。 

（異議なし） 

   教育長 

ご異議がないようですので、御教議第４号「御殿場市育英奨学金貸与規則の一

部を改正する規則の制定について」、御教議第５号「御殿場市育英奨学金返還支援

要綱の制定について」を原案どおり承認することに決しました。 
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御教議第６号  

令和６年度新入学児童学用品費の入学前支給について 

    

   教育長 

それでは、御教議第６号「令和６年度新入学児童学用品費の入学前支給につい

て」を議題といたします。本案については非公開といたしますので、関係者以外

はご退席の方をお願いします。 

 

（非公開） 

 

   教育長 

それでは内容説明をお願いします。 

    

   教育総務課長 

ただいま議題となりました、御教議第６号につきまして、内容説明をいたしま

す。 

 

（内容説明） 

 

   教育長 

 ご異議がないようですので、本案を原案どおり承認することにご異議ございません

か。 

（異議なし） 

   教育長 

ご異議がないようですので、御教議第６号「令和６年度新入学児童学用品費の

入学前支給について」を原案どおり承認することに決しました。 
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その他・閉会  

    

   教育長 

他に皆さまから協議、確認事項等ございますでしょうか。 

    

   教育長 

それでは他に無いようですので、以上で御殿場市教育委員会２月定例会を閉会

といたします。 

   午後２時３０分 閉会 
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